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　本稿 は ，2005年夏に ア メ リ カ 南部 で 発生 し た 大規模水害を 事例 と し て ，環境社会学的 ア プ ロ
ー

チ に よ る 災害研究 の 可 能性を探 ろ うとす る もの で あ る。Erikson （1991）が 指摘 し た よ うに ，産業

災害 は 「汚染 」 を 引 き起 こ し，「自然災害」 は 物胛 的 「破壊 」 を もた ら し，環境へ の 影響 も短期間

で 修復 さ れ る と い うの が 伝統的 な 自然災害 の 認識 で あ っ た 。05 イ「8 月 末 の ハ リ ク
．一

ン
・

カ ト リ ー

ナ 災害 は，こ の よ うな 自然災害 に か んす る伝統的パ ラ ダ イ ム の 転換を確定的な もの に した と言 わ れ

る 。 本 稿 で は、力 ト リ ー
ナ 災害で 都市 の 8割 が 水没 した 米 国 南部 ニ ューオ リ ン ズ を 中心 と し て ，地

域環境史と い う視点か らみ た都市の 脆弱性 の 増大を指摘し た うえで，近年の 災害研究で 注 目 され て

い る 「レ ジ リエ ン ス 」 （復元 ＝ 回復力）概 念の 再検討を 行 う。 従 来，レ ジ リ エ ン ス （resilience ）概

念は 社会的脆弱性 と 強い 結 び つ きを も っ て 議論 さ れ，地域社会内部 の 組織 力，交渉力，外部 と の ネ

ッ ト ワ
ーク な ど社会関係 の 構築 に 焦点を あて て 議論 され て きた 。本稿 で は ，こ の 概念の 射程を社会

関係か ら社会と地 域環境 との 関係性 まで 広げ，賢明 な 地 域環境 の 管理 に よ る 「持続 可能 な ハ ザ ード

緩和 」 と い う災害対応 の 文脈 か ら，こ の レ ジ リエ ン ス 概念 の 再定義 を 目指す 。

キーワード ：災 害 研 究，ハ リケーン ・力 ト リーナ 災 害 ，レ ジ リエ ン ス （復元 ＝ 回復 力），湿地保全，

　　　　　 環境正 義

1，は じめ に
一 災害 と環境社会学

　国内で は ，1995年 の 阪神 ・淡路 大震災以降，都市や 地域を フ ィ
ー

ル ドとす る社会学 者に よ っ

て 災害に か ん す る多 くの研究成果が 報告されて きた 。 被災者の 生活再建と地域再生 とい う緊急の

現実的課題へ の 対処 を め ぐる議論 を始め と して ，災害前後の地域社会の 変容過程の 解明や リ ス ク

社会論的視点か ら の 分析， こ れ と並行して ボ ラ ン テ ィ ァ 活動に つ い て の 市民社会論的研究，な ど，

多面的 ・
複合的な 要素を もつ 災害は あ らた な社 会学的研究領域 を確 sZ しつ つ あ る （大矢根 ほ か ，

2007 ；浦野ほ か 編，2007＞。 災害 に は i 自然災害，産業災害，原子力災害な ど幅広い 現象が含まれ

るが，近年の 社会学に おけ る災害研究をけん 引 して きた の は，お もに 自然災害研究で あ る 。 他 方，

災害分 野 に お け る環 境礼会学 的研究 と し て は ， 自然 災害研究 は ご く少 数 に と ど まる （鈴本 ，

ユ998 ； 山下，2008 ；中須，2009）。 飯島伸子 が ，1970年代当時は十 分に 概念化 され て い なか っ た

「公害 」を よ り明確に す る た め に ，類似概 念 と し て 公害の 周辺 に 労働災害，消費者災害，医療 災

害，交通 災害，食品災害を配置 し， こ れ ら と の 比 較検討を 行 っ た こ とが 当時の 講義 ノ ー ト よ り う

かがえ る 。 しか し，公 害や 前記 の 諸災害を 含め て 「社会的災害 」 と した なか に 自然 災害は 含まれ

て い な い （飯 島伸
一
r・先 生 記念 刊 行委員会編，2002 ： 213−229）

。
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　環境社会学 に お い て ，白然災害研究が主要な研究テ ーマ 群と して 確立 されて きた と は 言い 難 い

状 況に つ い て ，鵜飼照喜 （2008）は
， 以下 の 2点 を指摘 して い る 。 第 1に 環境社会学が 「社会問

題 とし て の 環境問題 」 に 着 目し，そ の 状況を と りま く社会搆造や 社会現象を社会学的に 分析す る

と い うス タ ン ス か ら始 ま っ た と い う背景が ある 。 第 2 に ，災害研究に お い て は 全般的に 「災害 自

体の 持つ 自然科学的 ・工学的側面が ク 卩 一ズ ァ ッ プ されて きた 」点で あ る （鵜飼．2008：3）
。

　 こ の よ うな違 い は，地震や 台風 な ど 自然現 象と い う 「不 可抗力」 に よ る 自然災害と，人 為的側

面が 強 い 産業公害 と の 災害困 の 違 い ，それ に ともな う被災者／被害者 の 社会的性格 に もとめ られ

る だ ろ うが ，そ れ ば か りで は な い 。米社 会学者の カ イ ・エ リ ク ソ ン （K ，Erikson） に よる と
， 両

者 の 決定的な違い は 自然災害に よ る 「破 壊 （destruction）」 と産業 災害 に よ る 「汚染 〔pollution）」

に ある と い う （Erikson，1991： 15）。 自然現 象か 人為的現 象か と い う災害因 とな らび ，
こ の 「破

壊 」 か 「汚染 」 と い う被害の 現れ方の 違い は ，被災後の 再建 プ ロ セ ス に 大きな違い を もた らす 。

す なわ ち被害を め ぐる因果関係や 被害 の 範囲や そ の レ ベ ル に おけ る不確実性 の 高低 な どは ，災害

因 よ りむ し ろ 災害現 象と し て の 「破壊 」 か 「汚染」 と関係 し て くる もの で あ り，災害 の 社会的特

徴を 規定する 重要な要因 と言 え る 。

一
般 的 に 自然災害の 場 合は

，
因果関係は 相対的に 明 白で あ り，

不確実性 も相対的に 低 く，「線引き」 とい う課題は 残 るが ，被災者は 基本的に は 救済の 対象 とな

る 。
これ らは飯島が 「社会的災害 」 に 自然災害を 含め な か っ た理 由として 考 えられ る 。

　 し か し，2007年の 新潟県中越沖地 震 の 際に は 柏崎刈羽原発で の 火災発生 に よ り複合災害が 現

実 の もの とな っ た こ ともあ り，近年 の 自然災害に た い す る 見方 は大き く変化 しつ つ ある 。 災害研

究に お い て 従来 の 災害認識 の 変更を迫る よ うな パ ラ ダ イ ム 転換が 起 こ りつ つ あ っ た なか で ，都市

化 ・1業 化が進 ん だ地 域で 発生 し た ハ リ ケ
ー

ン
・カ ト リ

ー
ナ 災害は そ の パ ラ ダ イ ム 転換を 決定的

と し た とされ る （Picou 　and 　Marshal1 ，2007 ： 1）。

　本稿は
，

2005 年夏に ア メ リ カ 南部で 発生 した こ の 人規模 水害を 事例 と し て
， 環境社 会学的 ア

プ ロ
ーチ に よ る災害研究の 可能性を 探ろ うとす る もの で あるが， と くに 近年 の 災害研究に お い て

注 円 され て い る 「レ ジ リエ ン ス （resilience ）」概念に つ い て ，地 域社会が もつ ネi．会的資源 や文化

の み に 着 目す る の で はな く，地域 自然 の 賢明 な管理 を 含む概念 とし て 再定義化を図 る こ とを 目的

として い る。

2．脆弱性 と レジ リエ ン ス

　2．1．レジ リエ ン ス の 定義

　超大型 ハ リ ケ
ー

ン と呼ばれた 力 ト リーナ は ，ア メ リ カ に 上 陸 した ハ リ ケ ー
ン の なか で は ト陸時

の 中心気圧で み る と史上 3番 目に 物理的に 強大で あ っ た 。2005年 8月 29 日 に 米国南部ル イ ジ ァ

ナ 州に 上 陸した カ ト リ
ー

ナ は，ル イ ジ ア ナ 州と ミ シ シ ッ ピ 州を 中心 と して メ キ シ コ 湾岸地域に広

域的か つ 壊滅的な被害を もた らし た 。 被災地域は 9万 平方 マ イ ル に お よび，判明し て い るだけで

0 歳か ら 102歳の 方を 含む 1833人 （1｝ （ル イ ジ ァ ナ 州 1577 人， ミ シ シ ッ
ピ 州 238 人，フ ・ リ ダ州 14 人 な

ど） の 命を奪 っ た ，記録に 残 る大 災害とな っ た 。 人統領の 緊急事態宣 言が発令 され，災害直後に

は，ル イジ ア ナ 州内だけで も 130万人が 強制退去の 対象 とな り，最大で 約 27カ 5000人の 住民が

全米 42 州に設 けられた各地 の 集団避難所へ の 居住を強い られ た  
。
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特集 ： 「災害 」
一 環 境社会 学の 新 しい 視角

　さて 力 ト リ
ー

ナ 災害の経験を踏 ま え て
，

次 な る ハ リ ケ
ー

ン 災害へ の 対応が急がれ る な か
，

地 域

冉生 の 1 つ の キ
ー

ワ ードと して 議論 され て い るの が，復元 力＝回復力な ど と訳 され る こ とが 多 い

レ ジ リ エ ン ス （resilience ）で ある 。
こ こ で レ ジ リ エ ン ス 概念に つ い て 整理 し，本稿の 日的を 明確

に し て お きた い 〔3｝
。

　 レ ジ リエ ン ス の 定義に つ い て は，論者に よ っ て ば らつ きがみ られ ，
一定 の 定義が共有 され て い

るわ けで は な い 〔4〕。焦点は ，被 災に よ り悪化 し た 仕会状況か らい か に 迅速に 被 災前 レ ベ ル （あ る

い は ，それに 近 い レ ペ ル ） まで 回復す る か に あ る 。 災害社会学者 の 浦野 正樹 は ， レ ジ リ エ ン ス （復

元 一回復力） に つ い て ，地域社会に 内在す る潜在能力 に 注 目し，「地域や 集団 の 内部 に 蓄積 さ れた

結束力や コ ミ ュ ニ ケ ー ト能力，問題 解決能力な どに 目を む け て い くた め の 概念装置で あ り，それ

故 に 地域を復元 ＝ 回復し て い く原動力をそ の 地域 に 埋 め 込 まれ て 育まれ て い っ た文化や 社会的資

源 」 に 着 目し よ うとす る もの と指摘す る （浦野，2007b ： 32）。 災害復興時 の 主 体形成 の 促進要 因

や ， 主体 の 潜在的能 力，あ る い は 災害復興過程に お い て 変容 し て い く主体や 地域 に 着目する うえ

で ， レ ジ リエ ン ス 概念は 非常に 肩用で あ り，災害研究に 新し い 研究視角を提供す る もの と言克 よ

う。

　し か し，本稿で は レ ジ リ エ ン ス とは 迅速な災害復興 と い う被災後 の 地域社会だけで は な く，被

災前の ハ ザ
ー

ドを 大災害に 結ひ 付け な い 適応能力 も含め て とらえ よ うと し て お り，そ の 意味で は

災害 に 対す る地域社会 の 総合的な適応 ・対応能力 と い うこ と に な る  
。

「同復 力」 と訳 し た 場合，

焦点が 被災後 の 迅速な復興や地域再生の み に 絞 られて し まい ，時間軸に お い て レ ジ リエ ン ス は 災

害以前か ら始 ま っ て い る とす る定義 とズ レ が生 じて しま う こ とを危惧 し，木稿で は レ ジ リエ ン ス

と表記する こ と とす る。

　 こ うして み る と脆弱性 と レ ジ リ エ ン ス は 表裏
一

体に 映 り， レ ジ リエ ン ス の 意義が不明瞭に感 じ

られる か もしれない
。 実際，脆弱性 と レ ジ リエ ン ス は密接 に 関係 して お り，物琿 的 ・社会的脆 弱

性が レ ジ リエ ン ス の 前提条件 とな る とい う場合は あるだ ろ う。ただ し ，両 者は 必ず し も連動す る

わ けで は な い
。 被害 へ の 接近や 被害の 増幅 に 関係す る脆弱性 と，ハ ザ ードに よ る影響を 最小限に

抑え つ つ
，

な る べ く早期 に もと の レ ベ ル に 生活や 地域 シ ス テ ム を 同復させ よ うとす る レ ジ リ エ ン

ス は 重 な る部分は あ っ て も完全に
一

致する こ と は な い
。

　 また 実際に ニ ュ
ーオ リ ン ズ 市 の 復興過程 で も問題化した が， レ ジ リエ ン ス 概念が誤 っ た意味 で

政 策に 導入 され る と，回復 力が 低い ，ある い は それを発揮で きない コ ミ ュ ＝ テ ィ の 復興対象か ら

の 切 り捨て に もつ なが りか ね な い 点は 留意 し て お くべ きだ と考 え る 〔6〕。

　2．2．都市の 拡大と 増大する脆弱性

　カ ト リ
ー

ナ 災害で と くに 被害が 大 きか っ た の は ル イ ジ ア ナ 州 ニ ュ
ーオ リ ン ズ市で ある 。 人 口 約

50万 人都市 の 市街地 の うち 8割が 水 没 し，最高で 6m の 水 位に 達した 地点 もあ っ た 。 翌月に 続

い た ハ リ ケ ー
ン

・リ タ の 影響 もあるが ，力 ト リーナ 災害 に おけ る復旧 ・復興へ の 着手 に は時間を

要 し，ニ
ュ

ー
オ リ ン ズ 市 が よ うや く

一
部住民の

一
時帰還 を認め た の は ，大水害発生か らち ょ うど

1 ヵ 月経過した 頃で あ る 。 表 1を み る と，被災 前，約 45万 5000人い た ニ ュ
ーオ リ ン ズ 市 （＝ オ

ー
リ ン ズ 郡 ） の 人 口 は ，約 1 年後 の 2006 年 7 月 に は 23 万 人 と な っ て お り，約半数 の 住民 しか 帰

還 し て い な か っ た （7）
。 09年に は 災害前の 約 8 割の 人 口 水準 ま で 回復 し て い るが ，

一
方で ，まだ
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表 1 ニ ュ
ーオ リ ン ズ 都市圏の 人 ロ 推移

（甲位 ： 人，（ ）内は 2005 年 7 月を 茎準 とし た 人 凵増減比 を示す％）

1990年 　 200G年 2005年 （7月 ）2006 年 （7 ｝」） 2009 年 （9月 ）

　　詞
一一

リ ン ズ 郡

〔＝ニ コ、一オ リ ン ズ ）
496，938484 ，674

　　　　　　　　　睾γ

馨蘓癖……
223，388
（50％）

354，850
（78％ 〉

セ ン ト ・バ ー
ナ
ー

ド郡 66，63167 ，229
　　　　　　i

’
i欝i恚∵・1・i．匸

　　　　　　　　　　…i・i…・1齣i蔀1：i、
磁ii三……祟

一

15，514

（24％）

40，655

（63％ ）

ジ ェ フ ァ ソ ン 郡 448，306455 ，466 ・犠钁i…431，361
（95％）

443，342
（97％ ）

セ ン ト
・

タ マ ニ
ー
郡

　　．
144，508　191，268i 撫蕪……階

231，495
（106％｝

〔U ，S．Census 　Bureau ，2010 ）

ミシ シ ッ ピ川 河 冂 地域

　 　 　 　 図 1　 ミ シシ ッ ピ河 ロ 域 とニ ュ
ーオ リン ズ都 市 圏 の 概 略 図

災害に よ り破損 した家屋が被災時 の まま残 されて い る地 区 もあ り，復興状況は地 区ご と に 大 きく

異な っ て い る。

　 二
． t

一
オ リ ン ズ 都市 圏の 脆弱性は そ の 独特 の 地 形と関係す る。 ミ シ シ ッ ピ川河 ロ デ ル タ の 低湿

地 帯の うえ に 形成 され た ニ ュ
ー

オ リ ン ズ 市の 標高は，平均で 海抜よ りも約 2 メ
ー

トル 低 い
。 さら

に Ili街地は 南を流れる ミ シ シ ッ
ピ川 と， 北に 位置 し琵琶 湖の 2倍の 広 さを もつ ポ ン チ ャ

ー
ト レ ィ

ン 湖 （Lake　Ponchartrain） に は さまれて い る 。
　 ili街地 の 7割が海抜ゼ ロ メ ー トル 以下で ある ニ

ュ

ー
オ リン ズ市は， rh街地 よ りも高い と こ ろ を水が流れ る川や 湖，そ して 運河 に 囲まれて い る の で

ある 。

　 こ の よ うな地理的脆弱件をか か える ニ ュ
ーオ リ ン ズ市は ， ミ ン シ ッ ピ川河 口 の 港湾都市 とい う

水運 の拠点 と し て 繁栄 し て きた
。

そ の 反面 ， 都市の 歴 史は 水 との 闘い の 歴 史で もあ っ た （Colten，

2005）。 もと もと ミ シ シ ッ ピ川デ ル タ 地 帯 の 低地 に 建設 され た ニ ューオ リ ン ズ 市な らび に 周辺地

域を 含む ニ
ュ
ー

オ リ ン ズ都市圏は ，
ハ リ ケ

ー
ン の 常襲地帯 に位置 して い る こ とも加わ り ， そ の 水
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害 リ ス ク は つ ね に 高い もの で あ っ た
。

それ に 加え て
， 近年で は

， 石 油や 天然ガ ス の 牛産に ともな

う地盤沈 下，地球温暖化に よる海水血の 上 昇， ハ リ ケ ー ン の 大規模化 と発生頻度 の 上 昇 と い うか

た ち で
， 都市の 地理 的脆弱性 は よ り高 ま っ て い る （Colten，2005；U ，　S．House 。f　 Representatives ，

2006）。

　こ の よ うな 災害 リ ス ク の 高ま りに た い し て は，基本的 に は 「洪水制御」 とい う思想 の もと，市

内を堤防で 取 り囲 む とい う政策が 実施 され て きた 。契機 とな っ た の は ，1965 年の ・ ・ リ ケ ー
ン

・

ベ
ッ ツ ィ

ーで あ っ た 。 60年代 の ニ
ュ
ーオ リ ン ズ 都市圏は ，ま さ に 「サ ン ベ ル ト」 を代表す る都

市 の 1 つ で あ り，経 済的に も急成長を遂げ て い た時代で あ る 。市 内に 洪水被害を もた ら し た ハ リ

ケ
ー

ン ・ベ
ッ ツ ィ

ー後，ポ ン チ ャ
ー ト レ イ ン 湖や運河 の 周 り に コ ン ク リ

ー
トや鉄板 の 堤防や防潮

壁 が築 き上 げ られ ，都市 の 周囲は 堤防で 完全に 囲 まれ る こ と に な っ た 。ハ リ ケ ー
ン

・力 ト リーナ

以前に ，ル イ ジ ア ナ 州 南部 に は ，全長 800km に もお よぶ 堤防が 建設 され て お り，そ の 7割 （560

km ） は ニ ュ
ーオ リ ン ズ都 「わ圏の 周 囲に 建設されて い た （Heerden　and 　Bryan ，2007：76）。

　そ の 後の 都市開発に お い て は 水害の リ ス ク は ほぼ無視され るか たち とな り，洪水時に 必須 とな

る排水ポ ン プ も低 い 位置 に 建設 され，また新 し い 住宅地で はか つ て の よ うに 高い 士台を設 け，嵩

上 げす る と い う建築様式 もみ られな くな っ た。

　 ＝
ユ
ー

オ リ ン ズ 市 とい う河 口 都市が 発展 し た場所は ，た し か に 独特な地埋 的 ・地形的条件を も

っ て い る 。
し か し潜在的 に 災害 リ ス ク が 高い 地域 に お い て ，都市開発 と洪水対策が 並行し て 行わ

れる た め ，災害 リ ス ク を無視 し た 都市開発が行わ れ，結果的に 都市 の 災害脆弱性を増す と い う
一

連 の 社会的プ ロ セ ス は，ニ
ュ
ー

オ リン ズ都市圏に 限らず沿岸地域の 都市圏の い た る と こ ろ で確認

され る 現象で あろ う。

　
一時は，世 界的 モ デル と評 され た ア メ リ カ の 災害対応 モ デ ル の 失敗を 意味する 力 ト リ

ー
ナ 災害

は ，今後 の 災害対応 を模索す るなか で ，い か に 水そ して 洪水 と付 き合 っ て い くの か を突 きつ けて

い る 。
ニ

ュ
ーオ リン ズ 市 が進め る 「都市基本計画」 策定 に お い て は ， こ の 課題が， まさ に レ ジ リ

エ ン ス と い う概念 に よ っ て 議論 され た 。 大規模水害が発牛した都市で ， 力 ト リ
ー

ナ 災害後な か な

か 進 まな い 災害復興 に た い す る 問題意識 ，
さ らに 災害 リス ク の 高い 地域に お い て

， 将来的な 大規

模災害に む け て の 災害対応 力 の 強化 とい う点で レ ジ リ エ ン ス が 問われ て い る 〔S）
。

3．湿地 保全 ・水との 関係性の 再構築 一 レ ジ リエ ン ス の 再定義

　3．1，持続 可能なハ ザー ド緩和

　 レ ジ リ エ ン ス は 個 人や コ ミ ュ ニ テ ィ の 資質や社会関係 と い う視点か ら議論 され る こ と が 多い が ，

ア メ リ カ の 災害社会学者で あ る Dennis　S．　Mileti編 に よ る Disαsters 　by　Design （1999） で 主張 さ

れた 「持続 可能なハ ザ ード緩和 （Sustainable　Hazards　Mitigation ）」 原則 とい う筋書 きは，別 の 視

角か ら レ ジ リエ ン ス を 取 り上 げて い る 。 Mileti ら の 間題意識は 、過去 20 年の 災害を振 り返 り，

これ ま で の 災害対策が短期的 に は 災害抑 ILに 貢献 し て い る もの の ，結果的 に は 災害の 発 生 を遅 ら

せ て い る だ けで あ り，その 意味で は 規模を拡大 さ せ た 自然災害を次 世代に 押 し付け て い る， とい

うもの で あ っ た （Mileti，1999 ：2＞。

　「持続可能なハ ザ ード緩和 」 として 提 唱 された 具体的内容は ，まず災害対策に お い て は 地域環
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境の 維持が 重要で あ り，災害対策 とい う名 目で あ っ て も，生態系 の 環境容量を 低下 させ て は な ら

ない とい う主張に 始ま り，人びとの 生活の 質の 維持と向 トや 災害に た い す る 地域 の レ ジ リエ ン シ

ー
と責任を 育成す る な ど の 6点 に お よぶ （Mileti，1999： 30−34）。「持続 ・∫能な ハ ザ ー ド緩和」 は ，

従来 の ア メ リ カ で の FEMA （米連邦緊急事態管理 局〉を 中心 とする ，非常に ト ッ プ ダ ウ ン 型 の 組織

的に 系統だ っ た 災害対応 とは 別 の 視角か ら の 災害対応を推奨し て い る の は 明自で ある 。 む し ろ ，

災害対策が洗練されるなか で 失われて きた ， か つ て は保持 し て い た地域社会が もつ 潜在的な 災害

対応能力と責任を 強化する 必要を説 い た主 張で あ っ た 。

　Mileti らが主張 し て い る 内容は ，環境社 会学 の 主張 とは親 和性が高 く，そ れ ほ ど斬新性を 感

じさ せ る もの で は な い 。しか し， こ れらの 主 張が従来の 災害政策の なか で 適切 な評価を得て い た

とは言 い 難 い
。 そ の 意味で ，米国で 1990年代に 人 っ て 相次い だ 大規模 災害の 被害を 受けて ，地

域資源 と して の 環 境を活用した災害対策へ の 転換 とい う主張 に は，そ れな りの 重み が感じ られ る 。

国内で は ， レ ジ リエ ン ス 概念は 社会的脆弱性 と強 い 結び つ きを もっ て 議論 され，前記 の とお り地

域社会内部 の 組織力，交渉力，外部 と の ネ ッ ト ワ ーク な ど社 会関係 の 構築 に よ っ て 復元 ＝ 回復力

が促進 され うる と議論されて きた 。 本稿で は，こ の 概念 の射程を祉会関係に 加 え て ，地 域環境 と

の 関係性 まで を 含め て ，賢明な地域環境の 管理 に よ る 「持続可能なハ ザ ー ド緩和 」 とい う災害対

応の 文脈を統合す る こ とで レ ジ リエ ン ス 概念の 再定義を提案す る もの で あ る。

　3．2．緩衝地帯で ある湿地の喪失

　今回 の 水害は，高潮に よる堤防の 破堤や 越水が そ の 原因 で あ り，ニ
ュ
ーオ リ ン ズ都市圏に お い

て は ， 水は 湖，運 河そ し て 湿地か らや っ て きた 。
こ の 状況は ， 海岸沿い の 住宅地 や娯楽地が高潮

で 跡形 もな く波に さらわれた ミ シ ン ッ ピ州 ビ ロ ク シ な ど とは 様相を異に す る 。
これは ニ ュ

ーオ リ

ン ズ 市が ミ シ シ ッ ピ川河 口 の 港湾都市 と して 栄 えなが ら も，実際の 河 冂 か らは 約 130km も内陸

に 位置 して い る こ とに 由来す る 。 そ の 意味で は， ＝ ユ
ーオ リ ン ズ市 は海か ら の 高潮に は 多少 の 緩

衝地帯を維持 し て い る地域で ある。歴史的に み る とその 緩衝地帯 と は ，湿地帯で あ っ た 。湿地に

は
， 高潮の 勢力を 吸収す る 効果があ り

，
カ ト リーナ 災害で も実証 され た が

，
と くに ヌ マ ス ギ な ど

の 立 木が植生す る湿地 で は そ の 効果が 高い こ とが 知られ て い る （9）
。 逆に ，湿地が 破壊 され ，完全

な水域に な っ て し ま うと高潮の 勢力を増 して しま い
， 湿地の 状態に よ っ て 近隣 コ ミ ュ ニ テ ィ の 安

全は 大 きく左 右される こ と に な る 。

　 ニ
ュ

ーオ リ ン ズ市 で もっ とも人的被害の 大 きか っ た地 域は ， ロ ウ ァ
ー第 9 区 （the　Lower 　gth

Ward ） で ある。こ の 地区 の 貧 困層は 約 36％ で あ り，市全体 よ りも約 10％ 高 い こ とか ら，低所

得者層 とい う側面が強調 され る が，文化的 に は 歴 史あ る ア フ リ カ 系ア メ リ カ 人 の コ ミ ュ
ニ テ ィ で

あ り，持ち 家率 も高 く土地 は 代 々 − 孫 に 受け継が れ て きた
。

　 こ の ロ ウ ァ
ー
第 9区で は ， 高潮に よ り多 くの家 屋が押 し流 され ，

一
帯に は 土台 しか残 っ て い な

い 光景が広が っ て い る 。 また こ の 地区は ニ ュ
ーオ リ ン ズ の なか で も，最初 に 破堤 が発生 し て お り，

ゆ っ くりと水量が 増 し て い っ た他 の 地域 とは 異 なる。 こ れは ， ロ ウ ァ ー第 9区が ，西側 と北側を

それぞ れ］「業運河 と フ ロ リ ダ ・
ア ベ ニ

ュ

ー
運河 とい う 2 つ の 運河に 囲 まれ て い る こ と と関係す る 。

　 こ の ロ ウ ァ ー第 9 区か ら，次節で 説明す る マ ーフ ィ 石油 の 石油流出事故 の 発生現場で ある セ ン

ト ・バ ー
ナ

ー
ド郡 は 隣接 し て お り，

1 本 の 道路で 結ば れて い る
。

こ れ ら 2 つ の 地域 の 背後に は 湿
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地 が広が っ て お り，そ こ trc　MRGO と呼ばれ る運河 が走 っ て い る。　MRGO は 正式名称を 「ミ シ シ

ッ ピ 川 メ キ シ コ 湾水路 （Mississippi　River　Gulf　Outlet）」 と言 い ，蛇行す る ミ シ シ ッ ピ川 の 代替 と

し て 1965 年 に 完成 した 。
ミ シ シ ッ ピ 川 よ りも早 く安全 に ， メ キ シ コ 湾か ら ニ ュ

ーオ リ ン ズ港 と

を結ぶ 効率的な輸送手段 と して 人工 運河は 正当化 され， ミ シ シ ッ ピ川沿い に 広が る 石油化学工 業

地帯を イ ン フ ラ而で 下支えする た め に ，湿地 が 切 り拓か れ た （原 冂，2006 ： 49−51）。

　地元住民 の あ い だで は ，こ の MRGO 運河が 「高潮が 走る ハ イ ウ ェ イ 」 へ と変貌 し，さ らに 市

内に 入 る 直前 で ， も う 1 本の 運河 と 合流 し ，そ こ で 水 量 が 増す こ と で 「漏 斗効果 （funnel・ef −

fects）」 と呼ばれる よ うな現象を 引 き起 こ した 結果， ロ ウ ア
ー第 9 区なら び に セ ン ト ・バ ーナ ー

ド郡で の 甚 大な被害を もた らした と考え られて い る 〔Heerden，2007）。実際に ，災害後の 検証 に

お い て ，ニ
ュ
ーオ リ ン ズ 東部や セ ン ト ・バ ー

ナ
ード郡 で は ，高潮 の 高位 が約 1〜2m 他 の 地区 よ

り高か っ た こ とが 明 らか に な っ て い る 。

　 こ れ ら の 地 区 の 被災に つ い て ，2009年秋 の 連邦地裁 で の 判決 で は ，MRGO 運河 に よ っ て 被 災

レ ベ ル が 2割増幅 した とい う住民側の 主張が認め られた 。 事実認定 に お い て は ， MRGO 運河が

存在す るた め に ，運河近 くの 地域 で は MRGO が存在 し ない と仮定 し た 場合 よ り も 2割被 災 レ ベ

ル が増幅した と こ とが確認 され た 。
こ れ ら の 運河を 建設 し，維持管理 主体で ある連邦陸軍工兵隊

に は 賠償が 命じ られた 〔10）
。

MRGO 運河 に よ るハ リ ケ
ー

ン 災害 の 増幅 に つ い て は ，以前か ら問題

に な っ て い た が ，よ うや く 力 ト リ
ー

ナ 災害後 に 運河 の 閉鎖が 決定 し，09年 7月下旬に 閉鎖す る

た め の ダ ム が 完成 し て い る 。

　3．3．地域環境の保全と レジ リエ ン ス

　 ル イ ジ ア ナ 州沿岸に広 が る湿地は ，過去 50 ｛トで 毎年 40 平方 マ イ ル の割合で 失わ れて きて お り，

同期 間で 全米で 失わ れ た沿 岸湿地 面積 の 80％ を 占め る。そ の な か で も MRGO 運河は ，湿地 破

壊 の 象徴的な 存在で ある 。
こ の よ うな危機感は，1990年 の 「沿岸湿地討両 ・保if　・再 牛法 （CW −

PPRA ）」 の 制定に つ なが っ て お り，地域環境団体や MRGO 運河を か か え る地域を 中心 に 運河 の

閉鎖を 訴え る声は 80年代以 降，強 ま っ て い た Ql ）
。

　 ル イ ジ ァ ナ 州沿岸に 広が る湿地帯は
，

ハ ワ イ とア ラ ス カ を の ぞ く 48 州で は そ の 4 割を 占め る 。

し か し，沿岸湿地 帯 の 面積 で は 上 位 1 位 の ル イ ジ ァ ナ 州 （4744平 丿jマ イ ル ） は ，第 2位 で ある フ

ロ リ ダ州 （4350 平方 マ イ ル ） の 沿岸湿地 帯 の よ うな 国家的 シ ン ボ ル を 与え られ て こ なか っ た 。 州

レ ベ ル の 環境 NPO の 湿地保 全活動は 1980 年代か ら始 ま っ て い た が ，ア メ リ カ の 有力環境 NPO

が 関心 を示 すの は 力 ト リーナ 災害後で あ る 。湿地 破壊が もつ 災害因の 増幅 と い う脅威に つ い て の

認識 は ，地 元住民や 環境 NPO な ど 部 に しか 共有 され て い なか っ た 。

　都市の 安全の 要 と し て よ うや く国家的な 関心 を 集め る こ と と な っ た ル イ ジ ア ナ の 湿地 保全で あ

る が ，2010年春に 承 認 され る 予定 の ニ
ュ

ーオ リ ン ズ 市の 長期総 合計画で あ る 「都市某本計画 」

に お い て も，
レ ジ リエ ン ス が取 り上 げられ た 。

こ れ まで の 堤防の み に 依存した洪水防御 シ ス テ ム

か ら脱却 し，湿地 保全を含め た 「複層的な洪水対策 」 へ の 転換が，災害 に よ る被害 の 最小化 に は

不 可 欠 で あ る と い う方針が 確認され た 。
ニ ュ

ーオ リ ン ズ 市の 「都市基本計画」 策定に お ける レ ジ

リエ ン ス 部門を担 当 した Mark 　Davisは，現在は研 究者で あ る が，か つ て は 湿地 保全活動を展 開

す る 地 元環境 NPO で 活躍 し た 人物 で ある。
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　 力 ト リ
ー

ナ 災害に よ っ て ， ニ ュ

ー
オ リ ン ズ 都市圏が それま で 失 っ て きた レ ジ リ エ ン ス を取 り戻

す必 要性は 明 らか とな っ た 。「い か に 水 とと もに 生 きる か 」 に つ い て の 反 省的検討が 始 ま り
， 湿

地保全は よ うや く現実的 か つ 必 要な 災害対策 と し て 認識 され る よ うに な っ た 。 多くの 死 者が 出た

ロ ウ ァ
ー
第 9 区に お い て も，ハ リ ケ

ー
ン ・ペ

ッ ツ ィ
ー後 に 建設 された防潮壁に よ り ，

コ ミ ュ ニ テ

ィ が 湿地 との 関係性が 断絶 された歴史を省み て，力 ト リ
ー

ナ 災害後，湿地 保全な ど関係性を取 り

戻す活動が 始 ま っ て い る 。

　以上 の 議論を踏ま えて 本稿で は レ ジ リエ ン ス を 「重大で 多様 な ハ ザ ー ドの 脅威 に 対 し て ，人 々

の 安全性や健康，経済，そし て 国家 の 安全にた い す る被害を最小限に するた め の ，地 域社会が も

つ 準備，対応，復興す る能力」 と定義 し た い （Colten ，　Kates 　and 　Laska ，2008：38）。災害 へ の 適応

力や 対応 力と い う点 で は ，次節 で 紹介す る ペ トナ ム 系 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る 処 分場反対運動で み ら

れた よ うな 紅織力や外部組織と の ネ ッ ト ワ
ー

ク な ど社会関係 の 構築や 地域文化は 当然，重要 で あ

る が ，地 域環境が もつ 脆弱性を い か に 認識 し，ま た 湿地 の よ うに地域環境が もつ 生態学的機能を

活か しなが ら，災害規模 を縮小 して い く能力，と い う点 も地域 の レ ジ リエ ン ス の 重要 な構成要素

とし て 定義で きるだろ う。

4．社会的災害 と しての 自然災害

　4．1．都市化 ・工 業化と複合災害

　ハ リ ケ
ー

ン ・カ ト リ
ー

ナ 災害の 1つ の特徴は，工 業化 ・都市化が進んだ 地域に お ける大規模 災

害 とい う点で ある 。
テ キ サ ス 州か らル イ ジ ア ナ 州 の メ キ シ コ 湾一帯は，米国内で も重要な石油生

産基地で あ り石油化学産業の
一

大拠点で もある。以下に 述 べ るよ うに 力 ト リーナ 災害に お い て は ，

深刻な汚染が各地で発生 した 。

　被 災直後 に は 多数 の ガ ス 爆発や石油流出事故が 発生 したが， こ の 災害で の 最大 の 「複 合災害」

は
，

セ ン ト ・バ ーナ ー ド郡に お ける ・h 油流出事故で あ っ た
。

セ ン ト ・バ ーナ ー ド郡 （災害前人 口 6

万 7000 人） は ，ニ
ュ
ーオ リ ン ズ の 南東部に 隣接 して お りカ ト リーナ 災害で 甚大な被害を 受けた 地

域で あ る 。 石油流出事故が発生 した の は ，
マ ー

フ ィ 石油 USA の 石 油精製施設 に ある大型 の 地上

貯蔵 タ ン ク か らで あ っ た 。 高潮の 影響に よ り，石 油貯蔵 タ ン ク が流動 し，タ ン ク に 亀裂が 入 り，

そ こ か ら原油 の 流田が 発生した 。 約 105々 ガ ロ ン が流出 した とみ られ て い る 。
こ の 事故に よ り，

工 場敷地 に 近 い 約 1 マ イ ル 四方 は と くに 汚染が ひ どく，約 1800家屋が石油 まみ れ とな り，周 辺

の 運河 も汚染 された
。

（原 口 ，2006）。

　近隣住民 の 約 6000人が 原告 とな っ た 集団訴訟で は ，2007　e1 月未に 企 業が住宅地 買収や汚染

にた い する補償 として，約 3億 3000万 ドル を 支払 うと い う和解案が提示 された 。 うち 5500万 ド

ル は も っ と も被害 の 大 きか っ た 工 場 敷地 に 隣接す る 区域 の 住宅 買収 に あて られ る こ と と な っ

た 〔12〕。

　 マ
ー

フ ィ 右油 USA か らの 石 油流出事故は，住宅地 に お ける米史 卜最大の 石 油流出事故 として

大 きく取 り上げ られ たが，実際 に は こ れ以 トの 規模 の 流出事故が州内で 3件 発生 して い る 。 大小

を す べ て 含め て 力 ト リ
ー

ナ 災害に よ る 石油流出事故 の 発牛は 130件以 ヒと され ， 石油流 出量 を総

合す る と， じつ に 800／jガ ロ ン と見積 もられて い る （Picou　and 　Marshall，2007 ：6−7）。 1989年 の
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エ ク ソ ン ・バ ル デ ィ ズ 5｝事件 （llOO 万 ガ ロ ン ） に は 及 ぼな い もの の ，白然災害 に よ る破壊が 汚染

を招 ぎ， 地域 の 環境 リス ク を顕在化 させ る こ ととな っ た 。

　 マ
ー

フ ィ イコ油工場 の 近隣 コ ミ ュ
ニ テ ィ の 住民に は，近 くの 石 油化学工場 に 勤務す る白人 ブ ル

ー

カ ラ ー層が 多 い
。

こ の 地域を 含む ＝ ユ
ーオ リ ン ズか ら州都バ トン ル

ージ ュ ま で の 石油化学 コ「業地

帯 は ，「ガ ン 街 道」 と し て 各地で 草の 根環境運動が 展開され て い る 。 こ の セ ン ト ・バ ーナ ード郡

で も 1990年代 に 草の 根環境組織が設立 され て い た が，工 場労働者が多 い 地域で あ り 目立 っ た 動

きは こ れま で なか っ た。し か し ，こ の 石油流出事故 とい う目に 見え る 可視的な汚染で あ っ た こ と

もあ り，災害後，「力 ト リ ーナ 災害に よ っ て だれ もが環境活動家 に な っ た 」 とい う言葉が聞か れ

る よ うに な っ た が Cl3）
，

口常牛活 を 取 り戻す に つ れ ， 多 くの 住民 は 環境運動に た い し て 再び 距離

を と る よ うに な っ て い る 。

　4．2．環境 リス クの 顕在化 と環境正 義

　自然災害に よ る環境 リス ク の 顕在化 は誰の リス ク を 高め て い る の か と い う点 も問題で ある 。 地

元 の 環境 NPO で ある LABB （Louisiana 　Bucket 　Brigade ） が ，ハ リ ケ
ー

ン な ど暴風雨 に よ る環境 リ

ス ク の 上昇に つ い て 検証した結果，暴風雨 の 襲来時に は 汚染物質の 環境中へ の 事故的放出の 発生

率が 高 ま り ， 大気汚 染と 水質汚染 と も，こ の よ うな政府か ら承認 さ れ て い な い 事故的放 出の じ つ

に 4分 の 3以 上 が 暴風 雨 と関連す る もの で あ っ た 〔14）
。

ル イ ジ ア ナ 州 の 石 油化 学産業 の ほ とん ど

は ア フ リ カ系 コ ミ ュ
ニ テ ィ に 立地 して い る こ とを 考慮すれ ば （原 「1，2003＞，自然災害に よ る環境

リ ス ク の 顕在化は ，貧し い 人種的 マ イ ノ リテ ィ に 不平等に 環境負荷や環境 1丿ス ク が 集中 し て い る

こ とを 告発す る環境正義の 問題と も関係す る。

　 また ．過去の 環境問題が ，災害後に 新た な汚染源 とな る こ ともあ っ た 。 被 災直後 に は 浸水 した

ド水処理施設か らの 未処理 の 汚水や ，多数の 市か らの ガ ソ リ ン の 流出に よ り日を追 うご とに 氾濫

水は黒 く，油膜 で お おわれる よ うに な っ て い っ た 。 市街 の 氾濫 水がひ い た後，連邦政府 と環境団

体がそ れ ぞれ に 行 っ た 土壌 汚染調査で は
，

と もに か つ て の lb 営 の 廃棄物処分場跡地 に お い て 土壌

中 の 有害物質の 汚染濃度 の 1二爿が指摘され た 〔15）
。

　 こ こ は 1990年代 に 「ス ーパ ー
フ ァ ン ド」指定地 とな り土壌浄化が行わ れ た場所で ある 。

こ の

地域は 「ア グ リ カ ル チ ャ
ー ・ス ト リート （Agriculture　Street）」 と呼ば れる

一画で ，処分場が 集中

す る市 の 東部 に位置す る 。 70年代以降，何 も知 ら されず廃棄物処分場跡地 の 土地 を購入 し， マ

イ ホ ー
ム を建設 し た ア フ リ カ 系 ア メ リ カ 人た ち が，90年代 に 汚染地域 と し て の 指定や 汚染土 壌

の 浄化 を もとめ て 精力的 な環境正 義運動が展開 され た コ ミ ュ ニ テ ィ で あ っ た
。

し か し
， 運動で リ

ーダ ー的存在で あ っ た方を 含め ， こ の 地域 に 戻 っ て きて い る人 は ご く少数で ある 。

　4．3．全体主義の なかで の環境正義

　こ の よ うに 災害以 前か ら地域 に 存在 して い た 環境 リス ク が顕在化 し，ア グ リ カ ル チ ャ
ー ・ス ト

リー トの よ うに コ ミ ュ ニ テ ィ の 崩壊に い た っ て し ま う場 合 もあれば，あ らたな環境 1丿ス ク の 押 し

付け に 抵抗を示 した 人種的 コ ミ ュ
ニ テ ィ もあ っ た 。

　ニ ュ
ーオ リ ン ズ市 内で ，最初 に 地域再 生が進ん だ の は 市の 最東部に あ る ベ トナ ム 系 コ ミ ュ ニ テ

ィ で あ っ た 。 こ の ベ トナ ム 系 コ ミ ュ ニ テ ィ の 復旧 ・復興が 他に 比 べ て 著 し くス ピ ーデ ィ で あ っ た
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埋 巾として は ，い くつ か の 複合的 斐因が考え られ るが ，こ の べ トナ ム 系 コ ミ ュ ニ テ ィ は カ ト リー

ナ 災害前か ら 自律性 の 高 い コ ミ ュ ニ テ ィ で あ り，地域 内 に 復 旧 ・復興に 必 要な技術力を もつ 労働

者 も多 く存在 し た 。 ま た ，べ トナ ム 戦争や 難民 と し て の 過酷 な ラ ィ フ ヒ ス ト リ
ーが 災害対応 に は

プ ラ ス の 効果を もっ た t な どを 指摘で きる 〔16）
。 第

一
移民世代は 英語を ほ ぼ 理解 せ ず，災害弱者

の カ テ ゴ リ ーに も類型 され る ベ トナ ム 系 コ ミ ュ ニ テ ィ の レ ジ リ エ ン ス は 大 い に 注 目 され た

（Campanellra，2006）。

　迅 速な地域再生を遂 げて い た べ 5ナ ム 系 コ ミ ュ
ニ テ ィ は ，新た な課題に 直而す る 。力 ト リーナ

災害に よ っ て 生み 出された災害廃棄物 の 3分 の 1 （約 260万 ト ン ）を受け人 れ る処分場 の 建設が，

こ の コ ミ ュ ニ テ ィ の ほ ど近 くに 訛 画された 。べ トナ ム 系住民 に よる処分場反対運動は ，迅速な災

害復興を妨 げる NIMBY （Not 　in　My 　Backyard ）主義 で ある と批判 され て もお か し くな か っ た が ，

実際に は
， 地元 の 環境 NPO や シ エ ラ ク ラ ブ な ど の 全米環境団体だ けで は な く， ニ ュ

ーオ リ ン ズ

市議会や 州議会な ど幅広 い 支援 と関心 を 集め る結果 とな っ た。2006 年 4 月 26 日に は 処分場は 操

業を始め るが ， 同年 8 月に ネ
ーギ ン 市長か ら施設閉鎖 の 決定を 得る こ と とな っ た 。

　 こ の 処分場反対運動は 災害時に 発生 した環境止義運動で あるが ，「緊急事態宣言」 な どが発せ

られ 全体† 義が 高ま っ て い くなか で tNIMBY と批判 した メ デ ィ ア や論壇は 筆者 の 知る か ぎ りに

お い て 確認されな か っ た 。 1 つ の 理 由と し て ，運動を 支援す る 草 の 根環境 NPO が主張 し て い た

よ うに ，こ れ 以外 に 代替地 と な る処分場が 存在 し て お り，こ の 処分場 の 閉鎖が復興作業 の 進行に

大き く影響す るわ けで は ない 点は 無関係で は ない と考 えられ る。しか し，カ ト リーナ 災害の よ う

な緊急時で あ っ て も人種的マ イ ノ リテ ィ の 牛活環境の 保護が 正 当な主張 とし て 受け入 れ られ た と

い うこ とは，1980年代後半か ら の 環境正義運動の 歴 史 の 成果 とし て ．環境正義 と い う権利 カ テ

ゴ リーの ア メ リ カ社会で の 内部化 と い う点を 指摘で きよ う。

5．お わ り に

　本稿で は 2005年夏 の ハ リ ケ ーン ・力 ト リ ーナ 災害を事例 とし て ，賢明な地域環境 の 管理に よ

る 「持続可 能な ハ ザ ー ド緩和」 とい う災害対応 の 文脈 か ら ， 自然 一社会関係 も含めた レ ジ リエ ン

ス 概 念の解釈を提起 し た つ もりで ある 。 た だ し ，本稿で 取 り上 げた 事例 は 水害 で あ り，国内で の

研究蓄積が 多い 地震災害とは異 な る 。 本稿で 提起した点が水害以外で も妥当か ど うか に つ い て は

検証す る 必 要があろ う。

　 また 力 ト リーナ 災害で は
， 都市化 ，

工 業化が進ん だ地 域に お け る 自然災害で は
，

と くに 多様な

環境問題が 被災を契機とし て 生じ，さ らに 被災前 の 環境悪化が 被 災の レ ベ ル を悪化さ せ る こ とが

示 された 。 自然災害に よる環境 リ ス ク の 顕在化とい う現 象は，災害前の 地域環境が前提 とな っ て

発牛す る 。
ル イ ジ ア ナ 州南部に お い て は ア フ リ カ系住 民など人種的 マ イ ノ リ テ ィ 地域 に 石油化学

産業が集積し て い る こ と か ら，結局は これ らの 人種的 マ イ ノ リテ ィ の 環境 リス クを高め る結果 と

な っ て お り，自然災害と環境止義 の 関係性に つ い て指摘 した 。

　大災害に よ り多 くの 生命が 奪われ ，人 々 が生活基盤を 失 っ て い る ときに 「環境」 問題 に つ い て

議論する こ とは，環境エ リー ト主義 と し て 批判 され る の で は な い か と い う懸念 もあ っ た
。

し か し

本事例に お い て は ， 湿地破壊で あれ石油流出事故で あれ ， 環境問題 こ そが 災害規模を増幅 し た 原
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因 で あ っ た し，人 々 の 生活基盤を奪 っ た 原因 の 1 つ で あ っ た 。 災害研究 に おける環境社会学的研

究 の 意義を 感 じ つ つ も， 本稿で は そ の
一

端 し か 示す こ と が で きな か っ た
。

ま た 災害研究に お け る

環境社会学的視点を 意識 し たた め に ，力 ト リ ーナ 災害 の 復 興状況 に つ い て の 全般的分析が 不十分

で ある と認識 し て い る 。 本稿で 取 り Eげた 個 々 の 事例 に つ い て の よ り詳細な分析を含め
， 今後 の

課題 と し た い 。

注

（1） ハ リ ケ
ー

ン ・カ ト リ
ー

ナ に よ る 直接 ・間接的死 者 の 数。直接的死 亡 の み で は ，全休 で 1500 人前後 と

　 な る 。
こ の 数 は ，記録に 残 る ユ851年以降で は 第 3番目 に 多 く，戦後で は 最大で あ る 。 た だ し公 式 に 発

　表 さ れ て い る 数以 外 に ，い ま だ 行方不 明 者 が 数 白 人 い る と推 測 さ れ て お り，連邦 政 府 も riF確 な 数を 把

　握す る こ とは 不可能 」 と表 明 して い る。情報源 は ，National 　Hurricane 　Center の HP。
’‘
Tropical　 Cy −

　 clone 　Report ，　 Hurricane 　Katrina ，23−30　AugUst ，2005．　 by　Richard 　 D ．　Knabb ，　 Jamie 　R ．Rhorne

　 and 　Daniel　P，　Brown ，　 National　Hurricane　Center，20　December，2005
”

（最終更新 日 10　August ，

　 2006）．http：／／www ．　nhc ．　noaa ，　gov ／pdf ／TCR −AL122005 −Katrina ．　pdf ．

（2）FEMA の HP を 参照。
‘’
FEMA ： Hurricane 　 Katrina ，　 One −Year 　 Later，

”
（最終更新 凵 22　AugUst ，

　 2006）．http：〃 www ．　fema．　gov ／news ／newsrelease ．　fema？id＝29108，閲覧 日 ：2010年 05月 08 日．

（3） レ ジ リ エ ン ス の 訳 語 と して は ，r防災事典』 に お け る 「災害回 復力 （disaster　resilience ）」 （日本 自然

　 災害学会、2002） の ほ か ，「復元 ＝回復力 」 （浦野，2007b ），「災害蝉 力 性 」 （中須，2009） な ど必 ず し

　 も定 ま っ て い るわ けで は ない 。

（4）災害を め ぐる レ ジ リエ ン ス 概念を網羅的に 多様な角度か ら検討した 論文 と し て は ，Cutter　 et　 aL ，

　 （2008） が 挙げ られ る 。

（5） ハ ザ ードに た い す る脆弱性 を 低減 させ る 力，つ ま り台風や地震などの 自然現象 が 発生 して も社会的被

　 害を 発生 さ せ な い 力を 「災害抵抗 惟 （resistance ）」 と定義 し，　 resilience が 意味す る 復 元 ＝回復力 を 災

　 雷発生後の み に 適用 す る 見方 もあ る 。た と え ば，，li須 （2009）。

（6）被災か ら 4 ヵ 月経過 し た 2006年 1 月， ニ ュ
ー

オ リ ン ズ 市長 か ら復興計画 の 策定 を 委託 され た 「ニ ュ

　
ー

オ リ ン ズ 復興委員会 （Bring　 New 　 Orleans 　 Back 　 Cemmission）」 が 復興計画 を 発表 し te。こ の 計 画

　 で は ，ハ リ ケ
ー

ン ・力 卜 1丿
一

ナ に よ っ て 甚大 な 被害を 被 っ た 地 域 に つ い て ，猶
．
予期間 と され た 4 ヵ 月 の

　 あ い だ に 一定の 人 口 回帰が み られ る な ど地域の 活力が 証明 さ れな い か ぎ り復興 を 認め な い と さ れ た。市

　 民 か ら の 反発 を 受け，市長 が 承認 しな か っ た た め ，C の 一L地 利 用 訂画 が実現す る こ と は な か っ た。

（7）Louisiana　 Recovery　 Authorityの HP を 参 照 。 Hurricane　 Katrina　 Anniversary　 Data　 for

　 Leuisiana 、　 http：／／www ．1ra．　louisiana．　gov ／index．　cfm ？md ＝pagebuilder＆tmp ；home ＆nid ；27＆pnid＝

　 16＆pid ＝27＆f皿 id＝0＆catid ＝0＆elid ＝0＆ssid＝O．閲覧 日 ： 2009年 12月 20　 H．

（8） 代表的 な もの だ けで も，Campanellra （2006）；Colten　et 　al．（2008a ；2008b） な ど。

（9） 近 年，「牛態系 サ
ービ ス 」 とい う概 念 に よ っ て

， 人 々 が 牛 態系か ら得 られ る 便 益，す な わ ち 牛 態系 の

　 公益的機能 に 注 目が 集ま っ て い る。生態系がもつ 多数 の 機能 は，「供給 サ
ービ ス 」 「調整サ

ービ ス 」 「文

　 化的サ
ービ ス 」 に 分類 さ れ て い る が，こ こ で 取り トげ た 湿地 が もつ 高潮の 抑制機能は，白然災害の 緩衝

　 1乍用で あ り 「調整 サ
ービ ス 」 の 1 つ で あ る 。環境省編，1ggg　r環境 白書 （平成 21 年版）』 を 参照。

（10）地 元紙 Tintes　 Picαyune ，記事 の 記事を参照 （2009年 11月 19 日，　 Corps
’
operation 　 of　 MR −GO

　 doomed 　homes 　in　St．　Bernard ，　 Lower　gth　Ward ，　 ludge　rules ）。

（11） よ うや く1998年 に ，連邦議会，ル イ ジ ァ ナ 州，地 方 白治体 の 統
一

的 な 保全戦略 と し て 「海 岸再 牛

　 2050一 持続可能な ル イ ジァ ナ の 海岸 に 向け て 」 とい う保全計画が ま とめ られ た 。 Louisiana　 Coastal

　 Wetlands 　Conservation 　and 　Restoration 　Task　Force　and 　the　Wetlands 　Conservation 　and 　Restora 一
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原 口 ： レ ジ リエ ン ス概 念の 射程

　tion　Authority （1998）．

（12）米連邦裁判所 HP よ り和解判決
．
文 入 手。　http：〃 www ．　laed．　uscourts ．　gov ／murphyoi1 ／Orders ／0 ＿

　1072．pdf ．

〔13） マ
ー

フ ィ 石 油 τ 場か らの 石油流出事故 に よ る環境影
．
響や健康影響 に つ い て ，住 民 の 視点か ら ま と め

　ら れ た報告
．
書 と し て ，以 Fを 参照。Foo ，　 Kathernine 　et　al．（2007）．

（14）石油精製工 場か ら州政府 に 提 出さ れ た資料を 地 元 環境 NPO （LABB ） が 分析 し た 結果 で あ る。以
．
ド

　の 帳告
．
書を 参照 。Rolfes，　Anne （2009）．

（15） と くに 多環芳香族炭化水素 （polycyclic 　aromatic 　hydrocarbons ，　 PAH ） に つ い て は ，帰還住民 と

　くに 6歳以
一
トの r・ど もの 健康 へ の 影響が指摘さ れ て い る 。 （U ．S．Department 　 of 　 Health　 and 　Human

　Services　et　al．，　He αlth　ConsuZtα tion’Hurric α ne 　Response 　S α mpging 　Assessment 　fbr　the 　Agricult“ re

　Street　 Lan （窮 μ．　http：／／www ．　atsdr ．　cdc 、　gov ／hac／pha ／AgricultureStreetLandfill／AgricultureSt −

　Landfill−NewOrleansHCO82906．　pdf ．）

（16） ベ トナ ム 系 コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の カ ソ リ ッ ク 教会 の ヴ ィ エ ン 神父か らの ヒ ア リ ン グ と地域資料 を もと に

執筆 （2009 年 2 月 10 日．2009年 9月 21 日，ニ
ュ

ー
オ リ ソ ．ズ 市）。
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                  A  Reconsideration  of  Resilience:

  An  Environmental  Sociological  Perspective  toward  Disaster  Research

                             HARAGUCHI  Yayoi

                               IbarakiUniversity

                  2-1-1 Bunkyo, Mito-city, Ibaraki, 310-8512, JAPAN

   This paper explores  the possibility  of  environmental  sociological  approaches  toward

disaster research  by taking the case  of  Hurricane Katrina as  an  example,  K,Erikson

(1991) has pointed  out  that technological disasters lead to pollution  while  natural  disas-
ters bring about  destruction. However,  this kind of  traditional perspective  on  disasters
has been in the process of  transformation recently  because it is now  accepted  that, along

with  physical  destruction, comes  a  long lasting social  impact, It is believed that Hurri-

cane  Katrina provoked  a  definitive paradigm  shift in disaster research  for several  rea-

sons. The most  prominent  one  being that it was  seen  as  a  more  man-made  disaster than
a  

"natural"

 one.  Another  point  worthy  of  note  is that  Hurricane  Katrina,  which  hit high-
ly industrialized and  urbanized  areas,  was  responsible  for a  number  of  major  and  minor

oil spills  and  industrial accidents,  It became  clear  that the recent  disaster had  initiated a

reshaping  of  the traditional view  of  natural  disasters.

   Also, I would  like to highlight the increasing vulnerability  of  the cities  from  the per-
spective  of  local environmental  history and  the various  kinds of  environmental  issues
caused  by a  hurricane landfall, Furthermore, I would  like to reexarnine  the concept  of  re-

silience  in the discourse of  sustainable  measures  for hazard mitigation.  In particular,  the

wetland  destruction in the area  was  one  of  the major  causes  that amplified  the power  of

the storm  surge  when  Katrina  hit New  Orleans, Thus, wetland  protection in s6uthern
Louisiana has been seught  to foster the city's  resilience  since  wetlands  have  the natural

function of  absorbing  the power  of  a storm  surge. It is very  important to view  vulnera-

bility and  resilience  from the perspective  of  social  relationship  in disaster research.  How-

ever,  Iwould  like to point  out  that resilience  is not  only  a  concept  for the organizational

ability  of  a society  to cope  with  a  disaster but also  for the ability  to manage  the local en-

vironments,  which  are  critical  for the mitigation  of  natural  disasters.

Kbywords:  Disaster Research, Hurricane  KIJtrina, Resilience, Wletlands Restoration, Envi-

         ronmental  Justice
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